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　消費者物価指数（ＣＰＩ）
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先月の振り返り: 2月のドル円相場は145円後半～150円後半で推移。月初は良好な米雇用統計の結果
を受けドル高で始まった。さらに複数の日銀関係者から、マイナス金利解除後も緩和的な政策を継
続する、との発言が伝わり円安ドル高が進行する中、米消費者物価指数が市場予想を上回ったこと
が後押しとなり、ドル円は150円88銭まで到達。ただ、神田財務官や鈴木財務相などから円安けん制
発言が聞かれ一時150円を割り込んだものの、その後は150円を中心とした持合い相場となった。月

末に日銀の高田審議委員が、金融緩和政策からの出口へ向けた検討が必要、と述べたことが伝わる

と、早期マイナス金利解除を警戒した動きが広がったことや各米経済指標が市場予想を下回ったこ

とも重なり、149円21銭まで円高ドル安が進んだ。

本書面は、合同会社フィナンシャルヴィレッジプレゼンス（以下「当社」）が、投資一般に関する情報提供を目的とするものであり、投資の勧誘を目的としたものではありませ
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MARKET REVIEW

　日銀金融政策決定会合

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　英中銀政策金利

日銀金利：マイナス金利政策の解除の大きな判断材料として注目される春闘賃上げ動

向。今年の春闘を巡る情勢を見ると経営者から大幅賃上げに前向きな発言も聞こえて

いる。実際にマイナス金利解除に踏み切るとなると、春闘の賃上げ結果や物価動向、

景気の状況などを考慮した上で行われるため、3月よりも4月の方が実現の可能性は高

いだろう。仮に据え置きとなった場合でも、マイナス金利を解除する時期について言

及する可能性もあり、会合後に行われる植田総裁の記者会見には特に注目したいとこ

ろだ。

　米ＧＤＰ確定値

　米雇用統計
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